
基本目標 基本施策 個別施策 取組名 取組の概要 基準値（R1） 令和４年度目標 令和4年度12月末

①　発達を
促す基礎と
なる親子ふ
れあい遊び
の推奨

1　子ども
のの心身
（心と身
体）の育成
を支える
人材育成
事業

〈目的・狙い〉
　子どもの育ちに関心ある保護者や子育て支援
センターで養成を受けた子育て支援サポーター
等地域の子どもの育ちを支える人材、保育関係
者等の育成を図る。

〈取り組み内容〉
　子育て支援サポーター養成者フォロー講座の
開催

①子育て支援サポーター数　５３人 ①５９人 ①７０人　 (118.6％)

③運動遊
び・自然体
験活動等
による保
育・幼児教
育の充実

1　運動遊
び、信州
型自然保
育支援事
業

〈目的・狙い〉
　健康的な生活習慣を子どもたちに定着させる
ため、体を動かして遊ぶことの楽しさを「運動遊
び」により、また、地域資源を活用した屋外活動
や地域との交流活動を「信州型自然保育」によ
る保育を推進します。

〈取り組み内容〉
　身体教育医学研究所が園児を対象に運動能
力の研究をしており、研究結果から出た課題を
克服する運動遊びを取り入れます。

　　　　　　　　　　　- 　　　　　　　　　　　　-
活動回数　45回

参加者総数　2,185人

1-2
小学期のス
ポーツへの円
滑な接続

①学校体
育及び強
化外・放課
後活動充
実のための
専門的支
援

1　体力・
運動能力
等調査へ
の専門的
支援

〈目的・狙い〉
・国が実施する「全国体力・運動能力、運動習慣
等調査」において、本市の児童生徒の体力・運
動能力の状況を正確に把握し、施策の成果と課
題を的確に捉えることからその改善を図るととも
に、子どもたちの体力の向上に向けた継続的な
検証改善サイクルを確立する。

〈取り組み内容〉
・毎年度、児童（小学５年生）及び生徒（中学２年
生）を調査対象として実施する「全国体力・運動
能力、運動習慣等調査」において、事前準備段
階から身体教育医学研究所、スポーツ推進委員
による連携を図り、各種調査の正確な実施を徹
底し、適正な調査結果が得られるよう努める。

①調査回数　１回

②小中学生の体力テスト合計点平均
５０．５９点

①　１回

②　５１．５点

① 1回　（100％）

②49.5点　（96.1％）

Ⅱ　後期アクションプランにおける取組（事業）の進捗管理評価シート

基
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標
1
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に
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て
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ポ
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に
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成

1-1
運動遊びによ
る就学までの
スポーツ土台
づくり



基本目標 基本施策 個別施策 取組名 取組の概要 基準値（R1） 令和４年度目標 令和4年度12月末

1-2
小学期のス
ポーツへの円
滑な接続

①学校体
育及び強
化外・放課
後活動充
実のための
専門的支
援

2　放課後
子ども教
室事業の
実施

〈目的・狙い〉
　小学生期に身近な場所でスポーツに親しむ元
気な子供の育成と児童の放課後を安心安全に
過ごせる環境整備を兼ね、放課後に地域住民の
参画を得て学校施設等を活用した様々な体験・
交流活動プログラムを提供することでスポーツ
による達成感を知り、スポーツの習慣化、競技ス
ポーツへの接続及び生涯スポーツへのきっかけ
の場とします。なお、当面の間は、現在の「げん
き塾」の取組みを拡充する形で継承し、放課後
等の活動を一層充実させます。

〈取り組み内容〉
・運営方針、実施要領の作成　・事業計画作成　
・スタッフの確保
・お知らせ、参加者募集（登録）　・スタッフ調整
会議の開催（プログラム検討、PDCA管理等）

①教室実施回数　１０回

②参加者数（延べ人数）　１４０人

③ボランティアスタッフ（延べ人数）　
５４人

④東御清翔高等学校（延べ人数）　
85人

①20回

②400人

③140人

④25人

①12回　（６６％）

②276人　（６９％）

③88人　（62.8%）

④13人　（52％）

1-3
中学生期のス
ポーツニーズ
への対応

②　望まし
い運動部
活動のため
の支援体
制づくり

1　運動部
活動への
支援体制
づくり

〈目的・狙い〉
・令和５年度から、中学校における休日の運動
部活動指導が地域へと移行するにあたり、新設
したスポーツ人財バンクを活用し、運動部活動
の一層の充実を図るとともに、地域と学校が連
携した支援体制の構築に向けた検討を行いま
す。

〈取り組み内容〉
・地域での支援体制検討会議の開催
（スポーツ協会、総合型地域スポーツクラブ、中
学校運動部活動顧問、外部指導者等が連携し
地域における支援体制の充実に向けた検討を
行う。）

①会議開催数　0回

②部活動指導員数　2人

①2回

②15人

①2回　（100％）

②20人　（133.6%）

③　中学で
のスポーツ
離れを防ぐ
ための「ゆ
る部活・ゆ
るスポー
ツ」等の導
入

1　「ゆるス
ポーツクラ
ブ」の実施

〈目的・狙い〉
　運動部活動に加入しない生徒を対象に、楽し
める運動やニュースポーツを体験できる場を提
供し、継続して運動を続けようとする意欲につな
げることを目的に、自分のペースで運動・スポー
ツを実施したい、運動離れしている生徒を対象
に「ゆるスポーツクラブ」を実施します。

〈取り組み内容〉
　総合型地域スポーツクラブの指導者が定期的
に学校へ赴き、生徒とともに運動の楽しさをクラ
ブ活動を通して通年開催する。なお、スポーツ推
進委員、総合型地域スポーツクラブとの連携・協
力体制の構築に向けた検討を行います。

①参加者数（単発）　0人

②参加率（単発）　0

①10人　

②8.4

①19人　（190％）

②2.52　（30％）
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基本目標 基本施策 個別施策 取組名 取組の概要 基準値（R1） 令和４年度目標 令和4年度12月末

2-1
スポーツ参加
のきっかけとな
る機会（イベン
ト）の充実

①　市民参
加型スポー
ツ大会・教
室の開催、
チャレンジ
デーへの
継続的取り
組み

1　チャレ
ンジデー
への継続
参加

〈目的・狙い〉
　運動やスポーツの習慣化を図るきっかけづくり
として、継続的にチャレンジデーに参加すること
で、健康意識や運動・スポーツに対する意識の
向上を図ります。
　参加にあたっては、コロナ禍でも実施できるオ
ンラインプログラムを企画する。また、チャレンジ
デーをきっかけに、スポーツ団体やプロ スポー
ツチームとの協力関係を深めることで、 様々な
教室やイベントの開催につながることを期待しま
す。

〈取り組み内容〉
①チャレンジデー東御市実行委員会の設置：広
報活動、関係団体への協力依頼、プログラム内
容の決定
②各年度の目標・テーマの設定
③広報活動として、地域にチャレンジデーの取
組み意義を知ってもらうため、 広報誌 や地元新
聞、ラジオ、ＣＡＴＶ等のメディアを活用して、チャ
レンジデー当日のイベントや参加方法について
積極的に周知する

①広報活動回数　4回

②イベント参加率　60.3％

①6回

②62％

①6回　（100％）

②46.6%　（75.1％）

基
本
目
標
2
　
誰
も
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境
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2-2
青壮年期のス
ポーツ活動の
普及・促進

①　働き盛
り世代への
スポーツ活
動の普及・
促進

1　親子参
加型ス
ポーツ教
室、働き
盛り・子育
て世代対
象の教室
の実施

〈目的・狙い〉
　「東御市の運動・スポーツに関するアンケート
調査」結果、男性の30～４０代、女性の20～４０
代のいわゆる働き盛り・子育て世代のスポーツ
実施率は低く、運動不足と感じている方も多い
世代でした。一方で、「子どもの体力つくり」が本
市のスポーツ振興への期待として多いことも伺
えました。
　そこで、親子が一緒にスポーツを楽しむ機会を
設けることで、運動・スポーツに親しむきっかけと
します。実施にあたっては、参加しやすい時間
帯、場所、内容を検証した親子参加型スポーツ
プログラムで、親の運動不足、ストレスの解消を
図るとともに、子どもの肥満解消、スポーツの習
慣化による体力の向上等の好循環化を図りま
す。
　なお、本取組みは、第２次東御市健康づくり計
画「健康とうみ２１」後期計画（令和２年～６年度）
の基本方針１に規定する施策（２）身体活動・運
動の推進の具体的な取組みとして実施します。

〈取り組み内容〉
１　プログラムの開催
　・親子：スラックライン、カヌー体験
　・働き盛り世代：湯の丸高原ウォーク、ヨガ教室
２　企業の「健康経営」等と連携した取組みの検
証
３　各プログラムの指導者発掘
４　積極的な周知及び募集

①教室回数　20回

②プログラム数　4

③参加者数　400人

①10回

②4

③200人

①20回　（200％）

②3　（75％）

③128人　（64％）



基本目標 基本施策 個別施策 取組名 取組の概要 基準値（R1） 令和４年度目標 令和4年度12月末

①　スポー
ツ推進委員
活動の強
化

1　スポー
ツ推進委
員組織の
充実

〈目的・狙い〉
　市民や行政、スポーツ協会、障がい者スポー
ツ協会、総合型地域スポーツクラブなどとの連
携を図るとともに、多様な組織や団体との連絡
調整を行う中で幅広いネットワークを築き、地域
スポーツに欠くことのできない「支える」組織の基
盤として体制を強化し、地域に適した大会・イベ
ント等の企画、地域スポーツのコーディネーター
として、市民のスポーツや健康づくりの基盤とし
て地域におけるスポーツ活動の幅を広げる活発
な活動ができる組織を目指します。

〈取り組み内容〉
　スポーツ推進委員の目的を共有するため研修
会や勉強会を企画する。
　多様な価値観を受け入れ、地域のニーズを捉
えた独自のスポーツイベントを企画するなど、地
域スポーツのコーディネーターとしての役割を果
たせる人材で構成する、質の向上を目指した組
織とする。

①勉強会開催数　

②イベント開催数

③スポーツ人財バンク登録人数

①2回

②2回

③4人

①0回　（0回）　※4月改選

②4回　（200％）

③1人　（25％）

③　総合型
地域スポー
ツクラブや
人材バンク
（仮称）の
創設

1　総合型
地域ス
ポーツクラ
ブSany　
TOMIの運
営

〈目的・狙い〉
　総合型地域スポーツクラブSany TOMIの会員
が増える事で地域住民のスポーツ関係人口増
が見込める。その為にも安定した運営が必須と
なり、多くの方が興味を持てるプログラム展開が
必要となる。

〈取り組み内容〉
　拠点（クラブハウス）の活用、指導者の発掘、
新規プログラムの開設を進めると同時に利用者
のニーズの聞き取りをし、求められる運営及び
活動を展開する。
　会員の満足度を向上させる為にプログラムや
指導以外のサービスの向上を目指し、会員の継
続、参加率増を図る。
　また関係団体や組織などと連携をし、既存の
総合型地域スポーツクラブの認識を覆す新しい
カタチの総合型地域スポーツクラブを目指す。

①教室数　9

②会員数　250人

①7

②150人

①9　（128.5％）

②75人　（50％）

基
本
目
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2-4　
地域スポーツ
活動組織・人材
等（ソフト）の充
実



基本目標 基本施策 個別施策 取組名 取組の概要 基準値（R1） 令和４年度目標 令和4年度12月末

2-4　
地域スポーツ
活動組織・人材
等（ソフト）の充
実

③　総合型
地域スポー
ツクラブや
人材バンク
（仮称）の
創設

2　スポー
ツ人材バ
ンクの運
用

〈目的・狙い〉
　スポーツ指導員の登録制度により、運動・ス
ポーツの指導ができる（したい）人と指導を受け
たい人を結びつけ（マッチング）、市民が気軽に、
いつでも、どこでも、いつまでも、運動・スポーツ
に親しめる環境の整備とスポーツ指導者が知
識、経験を活かした活躍ができる仕組みづくりを
することで市内スポーツの活性化を図ることを目
的とする。

〈取り組み内容〉
　スポーツ協会、各競技団体、スポーツ関係団
体、企業、スポーツ推進委員、総合型地域ス
ポーツクラブ等との連携により多種多様な指導
者の募集、掘起し、また積極的な指導者資格の
取得に向けた支援体制を構築する。スポーツ指
導員の登録制度を確立し、市内の団体、学校部
活動、地域スポーツクラブ等へ指導員を紹介す
る。また、指導者の資格取得助成を行うことで、
指導の質の向上を図る。

①広報回数　-

②登録者数　-

①4回

②30人

①2回　（50％）

②20人　（66.6%）

2-5
スポーツを通じ
たユニバーサ
ルな地域社会
づくり

①　身近で
実施できる
ユニバーサ
ルスポー
ツ、レクリ
エーション
活動等の
充実

1　一般介
護予防事
業

〈目的・狙い〉
　高齢者等の身体・認知機能の維持・向上を図
るために継続的な活動を要することから、活動
の中心となる指導員、サポーター及び参加者の
増加を図る。

〈取り組み内容〉
１　らくらく教室（頭と体を無理なく刺激する介護
予防教室）
　地区公民館で、それぞれ週1回通年で実施
２　かんたん体操教室（ストレッチ、全身の筋肉
を意識した運動）
　武道館等で月２回通年で実施
３　貯筋教室（腹筋やスクワットなどの筋力トレー
ニング）
　武道館等で月２回通年で実施
４　転倒予防水中ウォーキング（水中でのスト
レッチ、ウオーキング等）
　温泉アクティブセンターで毎週1回通年で実施

①介護予防事業参加者数

②介護予防事業サポーター数
　　　　　　　　　　　　-

①2,697人

②320人
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基本目標 基本施策 個別施策 取組名 取組の概要 基準値（R1） 令和４年度目標 令和4年度12月末

②　障害の
有無や地
域の内外を
問わずに
多様な交流
ができるス
ポーツイベ
ント等の開
催

1　とうみ
ボッチャ
オープン
大会の開
催

〈目的・狙い〉
　誰でも一緒に楽しめるユニバーサルスポーツ
「ボッチャ」の普及を図るとともに、ボッチャを通し
て、市内住民のみならず、近隣市町村住民まで
の交流を図り、障がいへの理解を深めるとともに
「ボッチャのまち・とうみ」を目指す。

〈取り組み内容〉
・ボッチャの大会＋1種目のユニバーサルスポー
ツ体験会を実施
・県及び他団体の取り組みと連携を図り、年間を
通じてストーリー性のあるイベントとする
・団体や組織、学校、施設からチーム出場を募る
ため、事前練習会を開催

①体験会開催数　10回

②イベント参加者数

③コート数　2

①10回

②370人

③4

①9回　（90％）

②546人　（147.5％）

③2　（50％）

③市民の
障がい者ス
ポーツ・ユ
ニバーサル
スポーツと
の触れ合
い

2　公民館
でのボッ
チャ活動

〈目的・狙い〉
・日常の活動へユニバーサルスポーツの取り込
み
・公民館に設置しているボッチャの活用

〈取り組み内容〉
目標を作り、積極的な参加を促す
公民館：分館交流スポーツ大会の種目とするよ
う働きかけ、それに向けての日々の活動

①公民館に設置しているボッチャの
利用（貸出）回数　-

①20回
①3回　 (15％）　　

※各地区公民館にボッチャ道具有り

基
本
目
標
2
　
誰
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地
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実2-5

スポーツを通じ
たユニバーサ
ルな地域社会
づくり
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標
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3-1
スポーツツーリ
ズムの推進

①　地域ス
ポーツコ
ミッションの
設立

1　「地域
スポーツコ
ミッション」
の運営支
援

〈目的・狙い〉
　スポーツと地域資源である湯の丸高原スポー
ツ交流施設を戦略的に活用して地域経済の活
性化を推進する「地域スポーツコミッション」の経
営的自立と地域に経済効果をもたらす公益的機
能を発揮できる事業体となるよう支援します。
　市、スポーツ団体及び観光産業等が一体と
なった組織である「スポーツコミッション」が地域
の特色を活かしたスポーツツーリズム資源の開
発、独自性の高いイベントの創出・合宿の誘致
等により、交流人口の増加と定着を図ります。ま
た、「東御市」及び「湯の丸高原」の知名度向上
のための積極的なプロモーションを多方面で展
開し、ブランド力の強化及び地域全体の売上げ
増加を目指します。

〈取り組み内容〉
１　湯の丸高原全体の内部統制機能の構築
①合宿・施設利用の受付／問合せ一本化、②各
施設（宿泊、食事、施設）に関する意見収集、評
価／分析、③スポーツ合宿の全体統制やPR活
動等に関わる予算管理
２　組織の経営的自立（来訪者の増加/維持）
①高い専門性とマーケティング力を持つ人材の
確保、②プロモーション活動、③スポーツを核と
した幅広い事業（イベント等）の企画／運営、④
組織の収益源の確保

①利用者誘客のためのイベント開催
数　1回

②湯の丸高原入込客数（百人）5,483

③スポーツ合宿延べ宿泊数　11,972
人

①3回

②5,507百人

③14,500人

①2回　（66.6%）

②2,112百人　（38.3%）

③9,177泊　（63.2%）



基本目標 基本施策 個別施策 取組名 取組の概要 基準値（R1） 令和４年度目標 令和4年度12月末

3-1
スポーツツーリ
ズムの推進

②　湯の丸
高原スポー
ツ交流施設
等でのイベ
ント開催や
合宿受け
入れ

1　スポー
ツツーリズ
ムイベント
の開催

〈目的・狙い〉
　「湯の丸高原施設整備基本構想」の実現によ
り、高地トレーニングの適地である標高1750mに
位置する湯の丸高原に全天候型400ｍトラックや
屋内プール等のスポーツ交流施設が整備され、
陸上中長距離、水泳を中心とした本格的な合宿
受入を行っている。今後ますます合宿の誘致を
中心としたプロモーションを実施することはもとよ
り、魅力的なスポーツツーリズムイベントを開催
することで交流人口の拡大、知名度向上、集客
増加等、地域経済活性化の好循環を創設する。

〈取り組み内容〉
①テレビ、雑誌、新聞等によるメディアを活用し
た積極的なプロモーション活動
②信州とうみ観光協会による、首都圏からの誘
客による陸上、水泳のスポーツツーリズムイベン
トの開催
③スポーツコミッションにおいて、湯の丸スポー
ツ交流施設一帯の施設運営、プロモーションに
よるスポーツツーリズムイベント開催、合宿受入
等を一元的にマネジメントする。

①イベント開催数　1回

②参加者数　32人

①3回

②90人

①2回　（66.6%）

②225人（250％）

3-2
スポーツを活
かした地域の
活性化

①　産官学
等の連携
による湯の
丸高原での
高地トレー
ニング及び
ツーリズム
の知見累
積

2　長野県
国民ス
ポーツ大
会に向け
た高地ト
レーニン
グセミナー
の開催

〈目的・狙い〉
　現在、ＧＭＯアスリーツパーク湯の丸を利用す
る学生のうち、多くが県外学生で占めています。
2028年の長野国民スポーツ大会にあわせ、県内
学生アスリートに利用いただくことで選手の競技
力向上を図るだけでなく、県内からトップアスリー
トの育成することで、大会を通じ、市民及び県民
の感動につなげ、湯の丸高原の知名度向上を
図ります。

〈取り組み内容〉
　セミナーの開催に向けた各学校へのＰＲ活動、
県内学生の誘客活動の実施。

①セミナー回数 ①1回 ①1回　（100％）
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標
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基本目標 基本施策 個別施策 取組名 取組の概要 基準値（R1） 令和４年度目標 令和4年度12月末

3-2
スポーツを活
かした地域の
活性化

②　専門機
関等とのサ
ポート連携
協定の推
進

1　大学等
との包括
連携協定
による地
域スポー
ツ環境の
充実

〈目的・狙い〉
　大学・企業に集積する知識、情報等を多様な
政策目標のために活用し、学生等の参加により
地域に不足する若い人材と専門知識を有する大
学・企業等の協力を得て地域におけるスポーツ
環境の充実を図るとともに、広くＰＲすることで地
域の活性化につなげます。
　また、行政ニーズや大学等の持つ強みや双方
の人的ネットワークの深まりによって、多様な形
で展開することを目指します。

〈取り組み内容〉
・スポーツにおける地域資源の発掘等に関する
調査・共同研究
・高地トレーニングの聖地「湯の丸高原」のブラ
ンド化へ向けた提言
・合宿の食事管理への監修、検食等による栄養
分野でのサポート

①タイアップ事業数　-

②湯の丸高原入込客数　5,483百人

③スポーツ合宿延べ宿泊数　11,972
泊

①5

②5,507百人

③14,500泊

①4　（80％）

②2,112百人　（38.3％）

③9,177泊　（63.2%）

4-1
スポーツ愛好
から競技志向
への円滑な接
続

①トップレ
ベルの競
技スポーツ
の魅力に
触れる機会
の提供

1　トップア
スリートと
の交流イ
ベント開催

〈目的・狙い〉
　高地トレーニング施設整備により湯の丸高原
スポーツ交流施設での合宿者をきっかけとして、
国内トップレベルのアスリート及び指導者を招聘
し、交流の機会を設け、アスリート及び指導者の
競技力向上に向けた取組み姿勢、練習方法、指
導方法や等に直接触れることでのレベル向上を
図る。

〈取り組み内容〉
・練習見学
・指導者及び選手との触れ合いイベントの開催

①トップアスリートとの交流イベント
の開催回数　2回

②参加者数　160人

①2回

②300人

①1回　（50％）

②120人　（40％）

4-2
高みを目指す
人々への支援

②　競技レ
ベルに応じ
た練習環
境に移行す
るための支
援

1　子ども
たちの競
技力向上

〈目的・狙い〉
　市内学校では屋外プールしか保有しておら
ず、練習時期が限定的となっていしまうことか
ら、湯の丸にある屋内プールを有効活用し子ど
もたちの競技力向上を目指します。
　また、活用するにあたって地域の中から指導
者を発掘することで地域において育てられる環
境を整備します。

〈取り組み内容〉
・中高生が湯の丸にある屋内プールを定期的に
利用できる環境の構築

①体験会及び測定会の実施回数

②参加者数

①2回

②50人

①21回　（1,050％）

②214名　（428％）
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